
D. 経済軸

C. 社会軸

A. 感性軸

B. 機能軸
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トップライトに
よる自然採光

平側は開口部を
極力少なく計画し
空調負荷を低減

妻側の大開口
自然採光

妻側

N

登り梁に沿ったライン照明により
切妻屋根の形状を象徴的にする照明計画

トップライトによる自然採光・自然換気

時々刻々と変化する外部環境（光）を
室内に取り込む、明るく豊かな執務空間

床放射空調による気流感と温度ムラのない
省エネルギーで快適な居住域空調の実現

居住域空調

外壁の開口比率を抑え
外皮の空調負荷を低減

フェンスのない地域に開かれた前庭
自然換気お知らせランプによる
自然換気の積極的な利用促進

小部屋の上部空間を利用した
空調吸込み（ダクトレス）

開放的な木質空間を実現するため
天井上部に空調機を隠蔽する計画

眺望と自然換気を兼ねた
縦すべり出し窓

環境デザイン
省エネルギー
自然エネルギー

執務室会議室等

自然換気

自然換気

自然採光

自然換気
お知らせランプ

放射空調 放射空調

LED照明自然採光

土間下断熱

高断熱

トップライトによる自然採光・自然換気

太陽光発電（オンサイト PPA）
グリーン電力の利用

木トラス内部の
設備スペース活用

井水を利用した
外気の予熱予冷による省エネ

高効率空調

木トラスに合わせた
スプリンクラー配置

床トレンチ方式による
フレキシブルな生産スペースの実現

熱利用後の井水を
トイレ洗浄水・生産用水に利用

ノズル型吹出口による
ダクトレス空調

自然換気

居住域空調による快適で
省エネルギーな空調システム

木トラスの意匠性を高めつつ
作業照度を確保する照明計画（LED）

自然採光

壁柱スパン間の
設備スペース活用

自然換気
井戸

空調機・外調機

雑用水槽

主加工場 機械室倉庫

居住域空調

太陽光パネル

木トラス
スプリンクラー

トイレ

LED 照明

集塵ダクト

床置型空調機

トレンチ

バスダクト

ケーブルラック

集塵ダクト

消火配管

空調配管

木トラス設備スペース

熱交換器

循環ポンプ

土間下断熱

高断熱

環境デザイン
省エネルギー
自然エネルギー

工場棟

事務所棟

パッケージエアコン
（天井埋込ダクト型）

床放射パネル
床還流口

床下流路
（パネル放射後）

床下流路
（エアコンより）

給気ダクト
（床下給気）

エアコン
吸込み口へ

＋トラス梁トラス梁

水平ブレース水平ブレース屋根伏図

断面
RC造防火壁

鉄骨梁

【緑地帯】

【ウェルカムウォール】

主加工場

事務室

資材置場

資材置場

搬入ヤード
搬出
ヤード

加工場
食堂

ラウンジ

塗装
加工場

災害用ガスバルク
非常用発電機

大学

住宅街

住宅街

危険物保管庫

木取り

【サクラプラザ】

【ソトの森】
工場の外からも楽しめる森
潜在植生「シラカシ群集」に
該当する地域に根付く樹種を選定

【ウチソト広場】

【ウチの森】
働く人々の憩いの森
既存樹木を可能な限り残した
苗木を植樹し、内外テクノス
の更なる成長と共に森を育む

工場棟 事務所棟

大学

住宅街
住宅街

既存本社工場群

事務所棟

工場棟

事務所棟

地
域
に
開
く
　
こ
れ
か
ら
の
工
場
建
築 

ウチソト広場から（左 - 事務所棟、右 - 工場棟）

木トラス
（1ユニット）

木質断熱パネル
（1ユニット）

広場を囲う事務所棟のファサードは妻側に計画したカーテンウォールの
大開口から内部の活動やショールームが滲み出す計画とした。

【壁等と連動した設備機器スペースのデザイン】

スイッチスタンドに組込んだデザイン

建替え後（上空より）

建替え前（上空より）

床トレンチ方式で意匠性と機能性を両立
【床トレンチ方式】

【壁等と連動した設備機器スペースのデザイン】

【クロス形状の木トラスと照明】【木トラスで実現された大空間の主加工場】 【自然採光・換気で健康的な工場】

開口率を抑えて外皮負荷を低減しつつ、自然採光を多く取り込む計画

わかりやすい
アイコン

【環境ファサード】 【自然換気お知らせランプ】

【魅せる - 設備スペース】
構造体と一体的にデザインされた設備スペース

木トラスの形状に合わせてライン照明を設置
し、屋根面を柔らかく照らし、スプリンクラー
配管が目立たないようにデザインした。

自然排煙を兼ねたトップライトを自然採光・
自然換気が可能な計画とし、外部環境を室内
に取り込む明るく健康的な作業環境とした。

全てを木造とせずに鉛直部材はRC造、中間エリア
に鉄骨梁を採用し、経済性と合理性を追求した。

トラス梁のダイアグラム

トラス・屋根架構のユニット施工

製作過程で生じた端材を用いて、洗面周りを設え、
上質なサニタリーエリアを実現した。

本建築の主要となる空間で一品生産の業態に合わせた大空間 (約 27m×85m) が求められた。一般流通材による燃えしろ無し
の木トラス架構やダクトレス居住域空調、トレンチ方式による生産ダクトの床供給、スプリンクラーによる区画面積・内装
制限の緩和などの技術を組み合わせることで、上部空間にゆとりのあるフレキシブルな作業エリアを実現した。

社員や職人さんが休憩や打合せを行う食堂・ラウンジは木トラスに加えて、植物やコンクリート土間、
左官仕上げのアクセントウォールなど「自然」や「手仕事」を感じられる安らぎのある心地よい空間と
した。妻面にカーテンウォールによる大開口を設け、ウチソト広場とのつながりが感じられる構成とした。

【手仕事の素材感を表現した食堂・ラウンジ】
性能証明の取得によって躯体としての利用可能となった「壁等」の形状と連
動した設備置場を配置し、空調設備や分電盤、木くず集塵ダクトなどを納め
ることで空間効率を最大限に高めた。

【ひとつ屋根の下を象徴するファサード】

【コミュニケーションを誘発するワンルームオフィス】
CLT 耐力壁と集成材の柱・梁によって心地よさと外部との連続性を確保した事務所は間仕切りの
無い大きなワンルームでコミュニケーションの誘発を図る。

【建築計画と調和した設備計画】
CLT耐力壁で区切られた会議室等の上部を設備
スペースとし、通路側の側壁を吹出口や吸込口
とすることで一体的に計画した。デザイン性に配慮した床制気口

特別感を演出する風除室

ランドスケープの一部となる外装計画

【周辺環境と本社工場群をつなぐサクラプラザ】 【フェンスが無く地域に開いた緑地帯】

床下流路 小部屋 上部設備スペース

床放射パネル（本体） 給気ダクト

空調室外機床放射パネル（仕上げ）

木質断熱パネルユニット木トラスユニット施工中

木トラスユニット建て方

両端をトラスに固定し
敷き詰めていく

【特徴的なトラス梁とユニット工法】

【全空気式床放射空調システム】

【統廃合でゆとりのある緑地帯を確保】

【自然換気の効果】

【床放射空調の効果】

【自然採光の効果】

冷房時における執務室のサー
モカメラ画像による検証を
行った。居住域で温度成層を
形成しており、快適性が高く
省エネルギーな執務環境を実
現していることを確認した。

輝度画像により昼光のみで十
分な明るさを確保できること
を確認した（晴天日に測定）。
トップライトにガラスフィル
ムを貼ることで不快グレアを
感じることがない計画とした。

自然換気シミュレーションを
行い、トップライトと縦すべ
り出し窓について、効果的に
自然換気が可能な開口部位置
やサイズについて検証し、最
適化を図った。

1.0

建築概要

評価チャート

建築名称
所 在 地
建 築 主
建物用途
構 造
階 数
敷地面積
建築面積
延べ面積
設 計
施 工

内外テクノス本社工場
埼玉県ふじみ野市
㈱内外テクノス
工場、事務所、倉庫
鉄筋コンクリート造、木造、鉄骨造
地上 1 階
26,363.27 ㎡
工場棟  8,844.33 ㎡  /   事務所棟  863.43 ㎡
工場棟  8,795.09 ㎡  /   事務所棟  822.04 ㎡
株式会社大林組一級建築士事務所
株式会社大林組

一般的に工場建築のボリュームは大きく、閉ざされた場所となるが、本工場は敷地中央部に配置し、勾配屋根で可能な限りボリュー
ムを抑えた。また正面はフェンスを設けず、アンジュレーションで緩やかな敷地境界を形成することで、周辺環境に開かれた、
街づくりへ寄与する新しい工場建築を実現した。

老朽化した既存本社工場群は度重なる増改築に
より、敷地境界付近に沿うように多くの施設が
配置されており、周辺環境に対して閉じた状態
であった。今回の建替えで、建物群を統廃合し、
ボリュームの大きい本社工場を中央に配置する
ことで敷地周囲に緑地帯を形成し、周辺環境と
調和する工場建築とした。

特徴的な木トラスは一般流通材の LVL  を使用して応力性状に基づいた無駄のな
い片持ちトラスの形状とした。ユニット工法で短工期化にも寄与する木トラス梁
のリズムと合わせた LED 照明は大空間を柔らかく照らし、作業毎に必要な照度
はスポット照明を併用することで意匠性と合理性を兼ね備えた照明計画とした。

本工場の主要な執務空間となる事務所棟は、CLT による耐力壁と集成材の柱・梁により
大きなワンルーム空間を実現している。3.6ｍピッチで配置された耐力壁間には会議室等
の小部屋空間を配置し、スパンを飛ばした無柱エリアにはコミュニケーションの誘発と

フレキシビリティを確保した執務空間を配置した。トップライトによる自然採光や自
然換気が可能な計画とすることで、四季や時間のうつろいを感じることができる健康
的な執務空間を実現した。

事務所棟はパッシブデザインに
よる建築自体の省エネルギー化
(BPI=0.66) に加えて、全空気式
床放射空調システムによる居住
域空調や汎用技術を活用したア
クティブデザイン、空調負荷の
最適化などの工夫により、設計
一次エネルギー消費量を基準値
に対して 55％削減（BEI=0.45）
することで、BELS（建築物省
エネルギー性能表示制度）の最
高ランクである「☆☆☆☆☆」、
「ZEB Ready」を認証取得した。

本建築の総木材使用量は約
741m³であり、木造（+RC造）
とすることで、同範囲を鉄
骨造とした場合に比べて、
約 67％の炭素放出抑制に貢
献している。なお、工場棟
は郊外での低層大規模木造
建築の普及を目指し、全て
を木造とせずに鉛直部材は
RC 造、中間エリアに鉄骨梁
を採用し、経済性と合理性
を追求したローコスト木造
建築を実現している。

木トラスの形状は、応力性状に合った中央ヒンジの片持
ちトラス梁の形状とすることで、部材の合理化を図った。
応力の負担を RC の耐力壁と木トラスとで明確し、トラス
個材の応力を低減して部材断面をスリム化した。通常の
トラスに加えて、平面的にクロスさせることで水平ブレー
スの役割を担っている。屋根架構は 5.4ｍごとにパネルユ
ニット化を行い、品質向上と歩留まりの向上（材料廃棄
両の低減）を兼ねた合理的なトラスのデザインとし、コ
スト低減と施工性の向上を兼ねた計画とした。

切妻屋根の形状を活かした木質空間と省エネルギーな居住
域空調を実現するために、パッケージエアコンを熱源とし
た床放射パネルによる全空気式床放射空調システムを採用
した。小部屋上部に空調機器を設置することで設備機器が
露出しない意匠性に配慮した計画としている。

主加工場は床置型空調機とノズル型吹出口によるダクトレス
空調（居住域空調）により、省エネルギーな空調システムと
した。構造体や、床トレンチを活用し、設備機器を露出させ
つつも意匠性とメンテナンス性を兼ね備えた設備計画とした。
トイレ洗浄水等は井水を利用して省資源化を図りつつ、汲み
上げた井水を外気の予冷予熱に活用することで熱エネルギー
をあまりなく利用した。自然採光や自然換気、太陽光発電に
よるグリーン電力利用に取り組み、「つくるひと」が自然と共
生し、健康的に働ける自然共生型の本社工場を実現した。

事務所棟は集成材の柱梁と CLT で構成された木造平屋建の
オフィスであり、パッケージエアコンを熱源とした床放射
パネルによる全空気式床放射空調システムを採用すること
で、安定した居住域空調による快適性と開放的かつ温かな
木質空間を実現した。またパッシブデザインにより、外装
の開口部比率を約 22％と極力少なくすることで、外皮負
荷やペリメーター負荷を低減し、放射空調に適した建築計
画とした。一方で妻側に大開口とトップライトにより開放
感の確保や自然採光ができるように工夫した。執務室中央
に「自然換気お知らせランプ」を設置し、中間期における
自然換気を積極的に行う計画とすることで、熱・光・風を
コントロールした小規模木造 ZEB オフィスを実現した。

本建築は建築基準法第 21 条に規定される「大規模木造」に該当し、3,000 ㎡毎
に「壁等」による区画が必要となる。RC 区隔壁 (｢壁等｣) が火災時に転倒・倒
壊しないことについて性能証明を取得し、エキスパンションジョイントを設け
ずに RC 区画壁と梁の直接接続を実現した国内初の大規模木造建築物である。

　埼玉県ふじみ野市を敷地とした内外テクノスの主幹工場と事務所の建て替え計画。同社は一品生産を主
軸とした木造作を行う企業で、大小さまざまな製作に対応するフレキシブルな大空間が求められた。ほぼ
すべての工程を人の手でつくる企業であるため、「つくること」のみではなく、「つくる人」のために快適
な環境をつくりたいという想いを顧客と共有するところからプロジェクトはスタートした。

　さらに、住宅や大学の建ち並ぶ郊外において、周辺環境に調和する新たな工場のあり方を目指した。勾
配屋根によりボリュームを抑え、正面道路に面する部分は植栽での緩衝帯による緩やかな境界とし、地域
に開かれ、人と環境にやさしい木造による建築とした。

　一方、敷地は防火指定の厳しくない法 22 条区域に位置する。都心部の防火地域等では、耐火建築等が必
須となるが、本計画は燃え代のないロ -1 準耐火を適用している。耐火要求の厳しくない郊外において、大
規模木造建築普及の可能性を追求した。

　新たな工場建築への取り組みとして、働く人びとの空間性や場所性を考慮し、周辺地域に開くことを実
現した本計画が、今後の工場建築の可能性を広げることを期待している。

This is a reconstruction project of the headquarters factory and office of Naigai Technos, located in Fujimino 
city, Saitama prefecture.
The company is a wooden structure manufacturer that mainly produces one-off products, and a flexible large 
space is required to accommodate various types of production, both large and small.
Furthermore, the project aim to create a new type of factory in a suburban area lined with houses and 
universities that would harmonize with the surrounding environment.
A sloping roof is used to reduce the volume of the building, and a buffer zone with plantings is used as a 
gentle boundary between the front and the road, creating a wooden structure that is open to the community 
and friendly to both people and the environment.

★★★★★

空間効率と快適性を実現した木トラス架構による大空間「工場棟」

自然を感じる健康的で快適なワンルームオフィス「事務所棟」

事務所棟でZEB Readyを取得 木造による炭素放出抑制

「つくる人」と「環境」にやさしい自然共生型の本社工場

パッシブデザインを活かした小規模木造ZEBオフィス

シミュレーション・測定 評価表・建物概要

周辺環境に開かれた「これからの工場建築」

内外テクノス本社工場

S造
（屋根梁）

木造
（屋根梁）


